
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和2年度決算）
大阪府貝塚市　貝塚病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 自治体職員 学術・研究機関出身 249

許可病床（合計） －

直営 18 対象 ド 訓 ガ 救 臨 - - 249 【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

- 年度 - 年度 - 年度

- 249

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

85,120 21,079 非該当 非該当 ７：１ 249

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は貝塚市及び周辺地域において、中核的
な基幹病院として質の高い医療を安定的かつ継
続的に提供しており、小児輪番制の救急をはじ
め、大阪府がん診療拠点病院としてがんのトー
タルケア等の特色を活かした医療も提供してい
る。
　また、りんくう総合医療センターとの周産期
医療と婦人科医療における機能分担の取組（泉
州広域母子医療センター）や、臨床研修医の受
入、地域包括ケアの推進を行うなど、地域の医
療貢献にも取り組んでいる。H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R02 H28 H29 H30 R01 R02R01 R02 H28 H29 H30 R01

当該値 94.6 95.1 93.0 95.1 86.1当該値 99.3 100.1 97.9 99.7 103.1 当該値 73.0 73.2 69.7 71.5 62.1当該値 57.0 53.2 53.6 50.1 48.7

平均値 85.7 85.9 86.0 86.0 80.7平均値 96.2 97.2 97.5 96.9 101.8 平均値 71.2 73.0 72.1 72.9 64.5平均値 84.7 86.8 90.8 81.9 91.6

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　経営指標に係る数値については、概ね類似病
院平均値より良好な結果となっている。令和2年
度の病床利用率は令和元年度と比較して、新型
コロナウイルス感染症患者受入に伴う病床の運
用変更等に伴い減少している。
　一方、経常収支比率については、新型コロナ
ウイルス感染症に係る補助金により令和元年度
と比較して改善しており、100%を上回ってい
る。
　また、医業収支比率と職員給与費対医業収益
比率については、病床利用率が減少したことに
伴い悪化している。

2. 老朽化の状況について

H28 H29 H30 R01 R02 H28 R01 R02 　平成8年度に病院が完成し、現在20年以上経過
していることから、建物本体の耐用年数の半分
程度が経過した状況である。
　また、空調設備、電気設備等の附帯設備につ
いては、耐用年数を既に経過しており、順次更
新を進めている。
　加えて、建物及び附帯設備の取得額が大き
い。
　その結果、有形固定資産減価償却率及び1床当
たり有形固定資産は類似病院平均値を上回って
いる。
　器械備品減価償却率については、令和2年度に
CT、電子カルテ等の高額医療機器を更新した事
により令和元年度と比較して減少しており、類
似病院平均値を下回っている。

R02 H28 H29 H30

24.0 24.1 23.9 23.5 24.367.6 当該値58,255 当該値

H30 R01H29 H30 R01 R02 H28 H29

平均値 44,825 45,494 47,924 48,807

48.6 48.4 50.1 49.312,295 12,590 12,892 13,795 14,101 当該値

12,023 12,309 12,502 12,970

当該値 55,522 56,638 57,257 57,646

20.2

2. 老朽化の状況

全体総括

　当院の理念は「地域住民を守る良質な医療の提
供」であり、今後も地域の中核病院として急性期機
能を担い、がんのトータルケアを提供するととも
に、令和2年10月に開設した地域包括ケア病棟を活用
して、急性期からリハビリ、在宅復帰に至るまで包
括的な支援を行い、地域のニーズに応えていきたい
と考えている。
　これを継続的に実現していくためには、安定した
経営が不可欠であることから、ベンチマークを用い
た価格交渉等による材料費の削減や、地域包括ケア
病棟開設による患者の確保で病床利用率の向上を図
るなど、様々な経営効率化に取り組み、経常収支の
黒字を達成していく。
　また、老朽化した施設等の更新、無駄のない医療
資源への投資を行い、今後も地域における医療貢献
を最大限に発揮していく。

H28 H29 H30 R01 R02 H28

63.4 平均値 20.9 20.7 20.6 20.513,767 平均値 59.7 59.0 59.4 59.951,594 平均値

H30 R01 R02

当該値 62.9 65.0 67.2 68.5 65.7 当該値

H29 H30 R01 R02 H28 H29

58,860,723 58,894,944 59,100,064 58,405,418 58,849,21363.5 当該値

平均値 44.7 46.9 48.6 50.8

70.3 73.4 77.0 78.7

45,896,03071.9 平均値 41,260,555 41,975,086 43,785,070 44,436,82751.4 平均値 64.2 67.3 70.1 72.6
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④病床利用率(％)
【67.2】
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【24.8】
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【16,778】
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